
ＬＰＧ容器落下試験 

昭和 56年に「ライトバン型車両後部追突時の燃料漏れ安全確認試験」を実施

しました。 

この試験は車両が後部から追突されたときに燃料のＬＰＧが漏れることがな

いかどうかを確認する試験でした。 

結果燃料漏れは見られず、容器の凹みは８㎜で亀裂などはありませんでした。 

実験車両は後部バンバーから容器バルブプロテクターまでの距離は 580 ㎜で

した。 

そこで容器に直接衝撃を与えたら容器の損傷はどのくらいになるのか実験す

ることにしました。 

実験はＬＰガス自動車構造取扱基準に定められている後端からＬＰＧ容器ま

での距離が 300 ㎜以下の場合に試験する時の力と同等の力が掛かるようにＬ

ＰＧ容器を落下させる方法で行いました。 

容器内はＬＰＧをフル充填した時の重量と同じになるよう水を入れて行いま

した。 

下記表は容器歪み板厚測定結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目視で確認できた凹みは 6箇所で 1.5㎜～7㎜で亀裂等はありませんでした。 

 

上記結果より容器取付が後端から 300 ㎜以下の試験と同等の力では容器から

の燃料漏れは確認できませんでした。 


